
－ 8－

──周作クラブ会報　94 号──

訃
報

　

周
作
ク
ラ
ブ
幹
事
で
、
本
報
編
集
長
で
も

あ
っ
た
作
家
の
高
橋
千
劒
破
さ
ん
が
１
月
６

日
、
腎
が
ん
の
た
め
自
宅
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
80
歳
。
葬
儀
は
す
で
に
近
親
者
の
み
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
妻
、
静
江
さ
ん
。

　

高
橋
さ
ん
は
東
京
都
出
身
、
立
教
大
学
卒
。

雑
誌
「
歴
史
読
本
」
編
集
長
、
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
副
会
長
、
日
本
文
芸
家
協
会
理
事
な
ど

を
歴
任
。
著
書
に
『
名
山
の
日
本
史
』『
花

鳥
風
月
の
日
本
史
』『
江
戸
の
旅
人
』
な
ど
。

周
作
ク
ラ
ブ
創
立
期
か
ら
の
幹
事
を
つ
と
め

た
同
氏
を
偲
び
、
本
報
で
は
次
号
に
追
悼
記

事
を
掲
載
し
ま
す
。�

（
編
集
部
）
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加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
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ー
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編
集
後
記

▼
２
０
２
４
年
は
能
登
の
大
地
震
で
波
乱
の
幕
あ

け
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
高
橋
千
破
劔
氏

の
訃
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
私
は
高
橋
氏
と
は

周
作
ク
ラ
ブ
が
で
き
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
劇
団

樹
座
で
知
己
を
得
て
い
た
。
あ
の
ソ
フ
ト
で
優
し

い
語
り
口
、
花
鳥
風
月
に
詳
し
く
何
を
聞
い
て
も

答
え
て
く
だ
さ
る
、
頼
り
に
な
る
方
だ
っ
た
。

▼
三
島
由
紀
夫
氏
の
事
件
の
時
、
私
は
確
か
高
校

二
年
生
、
新
聞
部
の
部
長
を
や
っ
て
い
て
、
大
き

く
取
り
扱
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
た
だ
、
大
学

で
遠
藤
先
生
が
講
義
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と

は
知
ら
ず
、も
し
知
っ
て
い
た
ら
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
試
み
て
い
た
だ
ろ
う
。
17
歳
の
高
校
生
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
果
た
し
て
先
生
は
答
え
て
く
だ
さ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

▼
長
崎
の
遠
藤
周
作
文
学
館
か
ら
は
読
書
感
想
文

の
授
賞
式
の
模
様
が
届
い
た
。
今
時
な
の
は
、
参

加
者
の
一
人
は
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
だ
っ
た
こ
と
。

時
代
の
ス
ピ
ー
ド
に
振
り
落
と
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
な
い
と
。

▼
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
が
決
定
し
た
。
長

崎
で
「
生
誕
１
０
０
年
記
念
展
」
を
じ
っ
く
り
と

観
て
、
そ
の
後
、
外
海
の
美
し
い
夕
陽
を
皆
さ
ま

と
と
も
に
眺
め
ま
し
ょ
う
。
ご
参
加
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。�

（
亀
）

◆
決
定
! !

第
22
回
・
遠
藤
文
学
原
点
の
旅

長
崎
に
生
誕
百
年
遠
藤
周
作
展
を
観
る

︱
夕
陽
と
懇
親
会
︑
一
泊
の
旅

２
０
２
４
年
５
月
19
日（
日
）～
20
日（
月
）

�

※
希
望
者
は
延
泊
も
可
能

予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

羽
田
空
港
（
9
時
35
分
発
）
―
長
崎
空
港

（
貸
切
バ
ス
で
）―（
昼
食
）―
黒
崎
教
会

―
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
―
『
沈
黙
の

文
学
碑
・
外
海
地
区
の
教
会
や
資
料
館
―

夕
食
お
よ
び
懇
親
会
―
角
力
灘
の
夕
陽
を

見
る
―
長
崎
市
内
―
ホ
テ
ル
泊
（
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
長
崎
）―
翌
日
は
自
由
行
動
の
の

ち
県
営
バ
ス
で
長
崎
空
港
へ
。
15
時
35
分

発
で
帰
京
（
羽
田
着
17
時
25
分
）。

　

※
そ
の
他
の
空
港
か
ら
発
着
も
可
能
で
す
。

旅�

行
代
金　

８
０
，１
３
０
円
（
１
泊
２
日
、

羽
田
・
伊
丹
集
合
コ
ー
ス
の
場
合
）

　

※�

ホ
テ
ル
代
を
含
め
た
料
金
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
本
報
6
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

最�

終
申
込
・
締
切　

3
月
10
日
ま
で
に
メ
ー

0

0

ル0

か
ハ
ガ
キ

0

0

0

で
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
お
よ
び
住
所
は
こ
の

ペ
ー
ジ
下
段
を
参
照
）。

　

な
お
、
す
で
に
仮
申
込
を
さ
れ
た
方
々
へ

は
、
旅
行
社
か
ら
２
月
末
ま
で
に
正
式
な
申

込
書
等
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
万
一
、
お
届
け
が
な
い
場
合
は
、
周
作

ク
ラ
ブ
・
Ｅ
メ
ー
ル
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

新
た
に
お
申
込
み
の
方
々
へ
は
、
３
月
末

ま
で
に
旅
行
社
か
ら
の
書
類
が
届
け
ら
れ

ま
す
。

◆
遠
藤
文
学
の
関
連
本
︵
新
刊
︶

✤﹃
遠
藤
周
作　

女
性
を
描
く
﹄

�

笛
木
美
佳
著

�

鼎
書
房　

定
価　

６
，０
０
０
円
＋
税

　

遠
藤
文
学
の
核
心
に
あ
る
愛
と
宗
教
観
は

女
性
に
託
さ
れ
て
い
た
。〈
母
〉〈
聖
女
〉〈
空

虚
感
〉
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
70
作
品
超

の
分
析
と
読
解
を
通
し
て
、
遠
藤
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
解
明
す
る
。（
オ
ビ
文
か
ら
）

✤
特
集
・
遠
藤
周
作
と
九
州

�
「
文
學
批
評
・
敍
説
Ⅳ
―
１
」

�

池
田
静
香
ほ
か
著

�

花
書
院　

定
価　

１
，８
０
０
円（
税
込
）

　

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
の
前
学
芸
員
で
、

現
在
は
長
崎
純
心
大
学
准
教
授
の
池
田
静
香

さ
ん
に
よ
る
特
集
小
言「
遠
藤
周
作
と
九
州
」

と
、研
究
書
と
し
て
は
稀
少
の
「『
火
山
』
論
」、

そ
し
て
他
の
著
者
に
よ
る
、『
海
と
毒
薬
』『
鉄

の
首
枷
』『
王
の
挽
歌
』『
無
鹿
』
な
ど
九
州

を
舞
台
に
し
た
作
品
が
論
じ
ら
れ
る
。

✤　
　
　

✤　
　
　

✤

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
す
る
か
、
下
記
Ｅ
メ
ー
ル
（
原

稿
添
付
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際

に
は
ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，０
０
０
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送

ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」

「
周
作
忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品

の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、

そ
し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加

で
き
ま
す
。
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、

ハ
ガ
キ

0

0

0

か
Ｅ
メ
ー
ル

0

0

0

0

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
資
料
と
会
費
用
振
込
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

お
知
ら
せ


